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川久保渓谷の水生昆虫 

森本静子（ひとはく地域研究員・NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）	

川久保渓谷は京都市西京区と大阪府高槻市の境界にあるポンポン山と釈迦岳を水源とする西水

無瀬川の渓流である。一帯に広がる森林地帯は川久保水源の森と呼ばれ、林野庁が選定する「全

国	 水源の森百選」に選ばれている。川久保集落を抜け、渓流沿いにポンポン山へのハイキング

道を 20 分ほど行くと高槻市が川から取水している川久保浄水場がある。水生生物科ではこの浄

水場付近で有志による調査を 2010 年 5 月 4 日から 2014 年 11 月 28 日まで計 20 回行った。調査

は毎回 3～４人で、約 1時間 30 分行った。その結果、きれいな水、ややきれいな水に棲息する

多くの水生生物を採集した。魚類ではカワムツ、タカハヤ、アマゴ、カワヨシノボリの 4種、甲

殻類はサワガニ、ニッポンヨコエビ、両生類はカジカガエル、ヤマアカガエルを採集している。

水生昆虫は特に多く、幼虫と成虫を合わせて 8目 53 科 147 種を採集した。幼虫の採集は手網

（メッシュ 2㎜）で、成虫は成虫採集用の網で浄水場だけでなくハイキング道沿いの草むらや木

の枝をスィーピングし、集落内の壁やフェンスなどにとまっているものを手で採集した。なお、

筆者は大阪府に棲息するカワゲラを成虫で調査しており、川久保渓谷でも単独でカワゲラの成虫

を主に採集した。その調査結果も含めているのでカワゲラの成虫の採集数が多くなっている。	採集した。その調査結果も含め 成虫の採集 が多くなっている。

“科および属の一種”の一種を省く。種数は 1としてカウントする。	




